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Ⅰ　教職課程：心理学科（2025年度生以降）
　教職課程とは，「教育職員免許法及び同施行規則」に基づいて授与される「教育職員免許状」を取得するため

に設置された課程である。本学は，文部科学省から課程認定を受けているので，本学教職課程で定められた所定

の科目を修得し，都道府県教育委員会に免許状申請を行えば，各学科・課程ごとに指定された種類・教科の「教

育職員免許状」を取得することができる。

　教職課程に関する授業科目は，卒業に必要な単位と併せて履修しなければならない。

　また，教職課程を履修する者は，将来教員の職を志すものでなければならない。ただ単に免許状の取得だけを

目的としてこの課程を履修すべきではない。

１．教育職員免許状について

⑴　本学心理学部で取得できる免許状の種類

⑵　基礎資格と最低修得単位数

　次表は，教育職員免許状取得のための基礎資格および修得すべき法規上の単位（最低）数を示したものである。

　＊�教育の基礎的理解に関する科目等は「教育の基礎的理解に関する科目」，「道徳，総合的な学習の時間等の内容及び生徒指導，
教育相談等に関する科目」，「教育実践に関する科目」の総称

学　　　部 学　　　　　科 免許状の種類

心 理 学 部 心 理 学 科 養 護 教 諭 一 種 免 許 状

免許状の種類 基礎資格

最低修得単位数

養護及び教職に関する科目

養護に関する科目 教育の基礎的理解に
関する科目等＊　　

大学が独自に
設定する科目

養護教諭一種 学士の学位を有すること 28 21 7



資

　格

− 72 −

２．単位の修得方法について

　本学において教育職員免許状を取得するためには，卒業要件単位の修得を基礎資格とし，各々所属している

学科の授業科目表に定める⑴総合教養教育科目等，⑵養護及び教職に関する科目を次のとおり履修しなければ

ならない。

⑴　総合教養教育科目等

　本学心理学部において教育職員免許状を取得しようとする者は，次の表にしたがって「教育職員免許法施

行規則第66条の６に定める科目」を履修した上で，総合教養教育科目20単位以上，外国語教育科目６単位以

上，専門教育科目62単位以上，合計124単位以上を修得しなければならない。

表「教育職員免許法施行規則第66条の６に定める科目」

（2026年度生）

（2025年度生）

学科等
免許法施行規則に定める科目区分等 本　学　開　設　科　目

備　　考
科　　　　目 単位数 授　業　科　目　名

単位数
必修 選択

心 理 学 部
心 理 学 科

日本国憲法 ２ 日本国憲法 ２

体育 ２

身体運動と健康の科学
健康・スポーツと社会
スポーツ１（※）
スポーツ２
スポーツ３
スポーツ４

２
２
１
１
１
１

２単位選択必修

１単位選択必修

外国語コミュニケーション ２

English Reading 1（※）
English Reading 2（※）
English Reading 3（※）
English Reading 4（※）

１
１
１
１

４単位必修

数理，データ活用及び
人工知能に関する科目 ２ 数理・データサイエンス基礎 ２

学科等
免許法施行規則に定める科目区分等 本　学　開　設　科　目

備　　考
科　　　　目 単位数 授　業　科　目　名

単位数
必修 選択

心 理 学 部
心 理 学 科

日本国憲法 ２ 日本国憲法 ２

体育 ２

身体運動と健康の科学
健康・スポーツと社会
スポーツ１（※）
スポーツ２
スポーツ３
スポーツ４

２
２
１
１
１
１

２単位選択必修

１単位選択必修

外国語コミュニケーション ２

English Reading 1（※）
English Reading 2（※）
English Reading 3（※）
English Reading 4（※）

１
１
１
１

４単位必修

数理，データ活用及び
人工知能に関する科目 ２ 数理・データサイエンス基礎

情報リテラシー
１
１ ２単位必修

　（※）印の科目は，学科で指定されたクラスを選択し履修すること。

　（※）印の科目は，学科で指定されたクラスを選択し履修すること。
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⑵　養護及び教職に関する科目

　心理学科において，養護教諭一種免許状を取得しようとする者は，次の表にしたがって「養護及び教職に

関する科目」を履修する。

表１　「養護及び教職に関する科目」（2025・2026年度生）

（※）�「大学が独自に設定する科目」は，「大学が独自に設定する科目」の選択科目又は最低修得単位数を越えて履修した「養護
に関する科目」又は「教育の基礎的理解に関する科目」「道徳，総合的な学習の時間等の内容及び生徒指導，教育相談等
に関する科目」「教育実践に関する科目」と併せて7単位以上を修得すること

教育職員免許法施行規則に定める科目区分等 本　学　開　設　科　目

科　目 各科目に含める必要事項
最低
修得
単位

授　業　科　目　名
単　位　数

履修
年次 開講期 授業形態必修 選択必修 選択

教
育
の
基
礎
的
理
解
に

関
す
る
科
目
　
　
　
　

教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想

8

教 育 学 概 論 2 1 後期 講義
教職の意義及び教員の役割・職務内容（チー
ム学校運営への対応を含む。） 教 職 論 2 1 前期 講義

教育に関する社会的，制度的又は経営的事項（学
校と地域との連携及び学校安全への対応を含む。） 学 校 制 度 論 2 3 前期 講義

幼児，児童及び生徒の心身の発達及び学習の
過程

教育心理学（教育・学校心理学） 2 2 前期 講義
発 達 心 理 学 2 2 前期 講義

特別の支援を必要とする幼児，児童及び生徒
に対する理解 特 別 ニ ー ズ 教 育 総 論 2 2 前期 講義

教育課程の意義及び編成の方法（カリキュラ
ム・マネジメントを含む。） 教 育 課 程 論 2 2 後期 講義

道
徳
，
総
合
的
な
学
習
の
時
間

等
の
内
容
及
び
生
徒
指
導
，
教

育
相
談
等
に
関
す
る
科
目
　
　

道徳，総合的な学習の時間及び総合的な探究
の時間並びに特別活動に関する内容

6

道 徳 の 指 導 法 2 2 後期 講義
総合的な学習の時間の指導法 1 3 後期 講義
特 別 活 動 の 指 導 法 2 3 前期 講義

教育の方法及び技術（情報機器及び教材の活
用を含む。） 教 育 方 法 論 2 3 前期 講義

生徒指導の理論及び方法生徒指導論23前期講
義 生 徒 指 導 論 2 3 前期 講義

教育相談（カウンセリングに関する基礎的な
知識を含む。）の理論及び方法 教 育 相 談 2 2 前期 講義

教
育
実
践

に
関
す
る

科
目
　
　

養護実習
学校体験活動 5 養 護 実 習 指 導 1 3 通年 実習

養 護 実 習 4 3 後期 実習
教職実践演習 2 教 職 実 践 演 習（ 養 護 ） 2 4 後期 演習

大学が独自に設定する科目※ 7

心 理 学 概 論 2 1 前期 講義
ボ ラ ン テ ィ ア 体 験 Ⅰ 1 1 前期 実習
ボ ラ ン テ ィ ア 体 験 Ⅱ 1 2 後期 実習
食 育 論 2 4 前期 講義

「教育の基礎的理解に関する科目」等　計 28 本 学 開 設 科 目　 計 33 0 5

養
　
護
　
に
　
関
　
す
　
る
　
科
　
目

衛生学・公衆衛生学（予防医学を含む。） 4 衛生学（予防医学を含む。） 2 2 前期 講義
公 衆 衛 生 学 2 3 後期 講義

学校保健 2 学 校 保 健 2 1 前期 講義
保 健 教 育 論 2 3 前期 講義

養護概説 2
養 護 学 概 論 2 2 前期 講義
養 護 活 動 論 Ⅰ 2 2 後期 講義
養 護 活 動 論 Ⅱ 2 3 後期 講義

健康相談活動の理論・健康相談活動の方法 2 健 康 相 談 活 動 2 3 後期 講義
栄養学（食品学を含む。） 2 栄養学（食品学を含む。） 2 1 後期 講義

解剖学・生理学 2
人 体 の 構 造 と 機 能 １
（人体の構造と機能及び疾病Ⅰ） 2 1 前期 講義

人 体 の 構 造 と 機 能 ２ 2 1 後期 講義

「微生物学，免疫学，薬理概論」 2
微 生 物 学 2 2 前期 講義
免 疫 学 2 2 後期 講義
薬 理 概 論 2 3 前期 講義

精神保健 2 精 神 保 健 2 2 後期 講義
小 児 精 神 医 学 2 3 後期 講義

看護学（臨床実習及び救急処置を含む。） 10

看 護 学 2 1 後期 講義
看 護 学 演 習 1 2 後期 演習
看 護 学 臨 床 実 習 1 3 通年 実習
学 校 救 急 処 置 演 習 1 3 前期 演習
小 児 保 健 2 2 前期 講義
小 児 疾 病 論 １
（人体の構造と機能及び疾病Ⅱ） 2 2 後期 講義

小 児 疾 病 論 ２ 2 3 前期 講義
「養護に関する科目」等　計 28 本 学 開 設 科 目　 計 37 0 6



資

　格

− 74 −

３．教職課程履修のための基準（2026年度生）

　２年次以降の教職課程の履修にあたっては，次の条件を充足しているものとする。

⑴　将来教育職員となる明確な意志を有し，教職課程の履修に対して十分な自覚をもって取り組むこと。

⑵　１年次及び２年次の全履修科目の累積GPA（Grade Point Average）が2.5以上であること。

　本基準の充足の有無は，卒業要件に含まれる科目の履修を制限するものではない。

４．養護実習受講のための基準について（2025・2026年度生）

　「養護実習」を履修する学生は，次の条件を充足しているものとする。

⑴　将来教育職員となる明確な意志を有すること。

⑵�　学修の最低到達基準として１年次及び２年次の全履修科目の累積GPAが2.5以上であること。また，2.7以

上であることが望ましい。

⑶�　「養護及び教職に関する科目」について，２年次終了までに履修すべき必修科目を全て履修・修得済みで

あること。

⑷　３年次に実施する「養護実習指導」（事前・事後指導を含む）にすべて出席すること。

⑸　指定期日までに指定された感染症の予防対策を講じていること。

５．養護実習手続きについて

①　実習校は，実習の前年度に申し込みを行う。必ずしも希望通りにはならない場合があるが，その場合

は，実習生と担当教員が相談して対応にあたる。

②　実習校より内諾が得られたら，教育委員会等関係機関と連絡を取りながら，大学所定の方式により手続

きを進めていく。（各教育委員会により特別に指定がある場合はその方式に従って手続きを進めていく）

③　手続きの方法や実習生としての心得等に関しては，適宜招集する説明会や養護実習指導の中で詳細に指

導する。

※万一，病気等やむを得ない理由によって実習が不可能となった場合には，速やかに実習担当教員に申し出

て，その指示に従い，自分勝手な行動はとらないこと。

　ただし，養護実習受講のための基準を満たさない者は，辞退することとなる。

６．実習費について

　養護実習及び看護学臨床実習を実施するために必要な教材資料費及び諸経費として，実習費を納入する必要

がある。５月中旬に，証明書自動発行機（Ｒ館１階）で納入手続きを行うこと（詳細は４月に掲示）。所定の

期間に実習費を納入しなかった者は，その年度での実習を認めない。なお，一旦納入した実習費は，一切返還

しない。

７．教職履修カルテの作成について

　４年次後期の「教職実践演習」の履修に向けて，「教職履修カルテ」を作成しなければならない。

　また，指定された時期に提出する必要があり，カルテ未提出者はそれ以降の教職課程の履修を認めない。

　カルテの作成方法・提出時期について説明会を実施するので，必ず出席すること。

８．教育職員免許状の申請について（４年次生）

⑴　一括申請

　本学教職課程で定められた所定科目の修得見込者をまとめて，大学が岡山県教育委員会へ免許状授与の申

請をする。一括申請の手続方法・受付期間・手数料等詳細については，10月末～11月上旬（予定）に説明会

を行うので，必ず出席すること。

⑵　個人申請

　一括申請手続きをしなかった者は，個人申請となる。なお，この場合の免許状の取得は，卒業後の4月以

降となる場合がある。個人申請は，卒業後に都道府県の教育委員会へ申請し，免許状取得後は免許状番号を

必ず教務課へ連絡すること。


